
Ⅱ　動　物

１　はじめに

　白山の高山帯には、最近の調査でモグラ類４種（ヒミズ、ミズラモグラ、トガリネズミ、アズミトガリネズ

ミ）とネズミ類３種（ハタネズミ、ヒメネズミ、アカネズミ）の生息が確認されている（子安・林、1997）。

この他にキツネ、テン、オコジョなどの哺乳類の生息が知られているが、この３種はモグラ類やネズミ類のみ

ならず、白山に生息する鳥類や昆虫類等の捕食者となる。

　キツネは海岸から高山まで分布するが、農耕地や森林、原野、集落地が混在する環境を好み、肉食傾向の強

い雑食性であるが、季節や生息環境によって食性はかなり変化する（中園、1996）。テンは森林地帯を中心に

分布し（細田・鑪、1996）、樹上空間を多く利用し、樹木があれば人家周辺にもみられ、げっ歯類、鳥類、両

生爬虫類などの小型脊椎動物、昆虫類、ムカデなどの土壌動物、ヤマグワ・マタタビなどの果実類と、多様な

ものを採食する（阿部ら、1994）。オコジョは本州中部より北の山岳地帯、夏は1.500m以上の亜高山帯や高山



　帯、冬は1.000mぐらいの山地帯に生息し、肉食性で、ネズミ類、モグラ類や他の小動物を食べる（竹田津、

　1996）。

　　このようにオコジョは亜高山帯や高山帯に生息するが、キツネやテンは、もともと、より標高の低い山地や

　山麓に分布の中心があると考えられ、キツネやテンの高山帯での生息は、そこに定住しているモグラ類、ネズ

　ミ類などやオコジョにとって、少なからぬ影響を与えていると推測される。そこでキツネ、テン、オコジョの

　生息状況を明らかにするため、糞採集を行いその数や内容物を調査した。現地調査は平成13年、14年に行い、

　上馬・徳野（2001）、上馬･徳野（2002）で報告してある。

　　次に、以前は山麓にしかみられなかったカラスが、近年高山帯でもみられるようになっている。県内には通

　年生息するカラスとして、ハシボソガラスとハシブトガラスが知られている。ハシボソガラスは草原性で、農

　耕地を中心に開けたところに生息し、ハシブトガラスは森林性のカラスであるが、ハシボソガラスより人間生

　活に接近する生息環境を選び、近年、県内でも街中に進出している。県内には、ねぐらが約10か所知られてお

　り、主に秋から冬に利用されるが、春から夏の繁殖期にも利用する個体がいることが分かっている（日本野鳥

　の会石川支部、2002）。白山麓には一時的なねぐらはあるが、通年のねぐらは知られていない。白山の高山帯

　でみられるカラスは、県内のカラスの分布からみれば周辺部に生息する個体である。高山帯で確認されている

のはハシブトガラスであるが、中村・中村（1995）によると、この鳥は低地のみならず、亜高山帯の樹林でも

　繁殖し、最近は登山者のゴミを求めて高山帯にまで姿を見せるようになったと言われている。カラスは人が出

　すゴミのほか鳥の卵や雛も食べるので、今までいなかった高山帯への出現は、そこの生態系に与える影響が懸

　念されることから、白山の主として亜高山帯以上でのカラスの出現状況について調査した。

２　調査内容と調査方法

　キツネ・テン・オコジョについては砂防新道、観光新道、南竜道、エコーライン、トンビ岩コース、展望歩

道、山頂お池めぐりコース、北縦走路、中宮道、岩間道、楽々新道、加賀禅定道、釈迦新道、別山市ノ瀬道の

登山道沿いに調査した（図Ⅱ－1）。この中で砂防新道、エコーライン、トンビ岩コース、展望歩道、山頂お池

めぐりコースについては、夏と秋の２回の調査を行った。ここでは７月下旬～８月上旬を夏、８月末から10月

上旬を秋とした。また砂防新道と山頂お池めぐりコースについては、平成13年と平成14年の２年にわたり行っ

た。調査は登山道を２人で歩きながら対象の３種の糞を探し、発見すると種名を判別し、採集位置を高度計と

地形図で明らかにして、一点ずつピンセットで採集しビニール袋に入れて持ち帰った。採集した糞は水洗いし

固形物を分離して、内容物を調べた。その中で哺乳類の毛については、顕微鏡による外部形状観察およびスン

プ法（邑井、1999）により識別した。

　カラスについては平成13年から平成15年までの３年間、上記の登山道の他に、平瀬道、石徹白道、鳩ヶ湯新

道においても現地調査を行い、カラスの発見に努め、発見できれば種名の確認と発見年月日、時刻、個体数、

行動などを記録した。また登山者に対して行ったアンケート調査（平成13年～平成15年）によりカラスの目撃

情報を収集したほか、過去の白山地域でのカラスの記録を集めた。

３　調査結果

　(1)キツネ・テン・オコジョ

　調査した登山道の総延長は129.2kmとなり、採集した糞は合計647個で、キツネ146個、テン414個、オコジ

ョ60個、その他に明確な識別ができず不明としたものが27個であった。各登山道の集計結果は表Ⅱ－1のとお

りであり、1kmごとの糞の数を算出し、数の多少をI （2個未満）、Ⅱ（2～４個未満）、Ⅲ（4～6個未満）、

IV（6～8個未満）、Ｖ（8個以上）の５段階にランク分けして示した。別山市ノ瀬道、トンビ岩コース（秋）、

楽々新道、中宮道の順に糞の数が多く、これらが最も数の多いランクＶに分類された。一方で、砂防新道（平

成13年秋）、エコーライン（平成13年夏）では特に糞の数は少なかった。

　次に、昭和50年・51年に行われた同様の調査（花井、1978）と比較すると、それぞれの種の糞の総数で、前

回はキツネの割合が最も高く（58.6%）、テンはキツネの約1/2であったが、今回はテンの割合が高く（66.8%）、

キツネはテンの約1/3しかなかったことが顕著な違いであった。オコジョについては、ともに約10%で大きな



違いはなかった。1kmあたりの糞の数でみると、キツネが前回2.54個、今回1.13個、テンが前回1.28個、今回

3.2個と、キツネが減ってテンが増えていることが分かる（表Ⅱ－2）

　登山利用と動物の生息状況との関係について調べる目的で、登山道を利用者の多い道（主要登山道とする）

と利用者の少ない道（その他登山道とする）に分けて糞の総数を比較した（表Ⅱ－3）。主要登山道は砂防新道、

観光新道、南竜道、エコーライン、山頂お池めぐりコースである。結果は主要登山道ではキツネの糞がテンの

糞より多く、その他登山道ではテンがキツネよりはるかに多かった。なおオコジョについては、それぞれの登



山道で違いは少なかった。1kmあたりの糞の数は、その他登山道が6.19個／ｋｍ、主要登山道が1.74個／ｋｍと

なり、主要登山道の方が少ないことがわかる。その他登山道の中でも、加賀禅定道と岩間道については、糞の

数がランクＩと少ない。原因は明確ではないが、ともに７月下旬の調査であることから、時期的な要因がある

のかもしれない。

　糞の内容物を主要登山道とその他登山道別に、主な分類群ごとに集計したのが表Ⅱ－４、表Ⅱ－５である。

夏と秋で調査距離に違いがあるので、1kmあたりの糞の数（表の（　）内の数値）で比較した。主要登山道

では夏は動物（1.92）が植物（0.46）より多く、秋は動物（1.97）、植物（1.89）ともほぼ同じであった。また

動物の中では、ノウサギや昆虫類がほかに比べて多かったが、数値的には1kmあたり１個以下と少なかった。

一方その他登山道では、夏の動物（4.01）が夏の植物（2.97）より多く、秋の動物（8.17）も秋の植物（5.06）

より多かった。また動物の中では秋の昆虫類（3.56）、夏の昆虫（2.10）、秋のノウサギ（1.97）などが多かっ



た。

　全体としては、キツネはノウサギと植物（図Ⅱ－2）が、テンは植物と昆虫類（図Ⅱ－3）が、オコジョでは

モグラ類と昆虫類（図Ⅱ－4）が、それぞれの糞の内容物として多かった。また人為物質はキツネのみに見つ

かり計11個の糞に輪ゴム、ビニール、プラスチック、紙、化学繊維、大豆、ナッツ類が入っていた。

　（2) カラス

　現地調査および白山自然保護センター職員からの聞き取り調査により27件、アンケートなどにより17件の合

計44件のカラスの情報が得られた（表Ⅱ－6および図Ⅱ－5）。確認されたのは、すべてハシブトガラスであっ

た。この中で＊印を除いた38件が亜高山帯以上での記録である。発見日をみると、調査したこの３年間は春か

ら秋までの間、季節を問わず高山帯まで上がっていることが分かる。３年間の中では、平成13年が30件と非常

に多く、平成14年と平成15年はあまり多くない。

　北アルプス等の高山帯では、少なくとも昭和45年前後にはカラス（主にハシブトガラス）の生息が確認され

ているが（羽田、1974）、そのころ白山の高山帯ではカラスは確認されておらず、山麓の集落にはハシボソガ

ラスだけが生息しており、市ノ瀬や中宮温泉、岩間温泉などではカラスは確認されていない（熊野・木村、

1970）。昭和45年から平成元年までは白山の高山帯には確認できず、山麓の市ノ瀬や中宮温泉などでハシボソ

ガラスがみられただけである（上馬、1982、1985、石川県環境部、1989）。

　平成２年以降のカラスの記録で、各登山口以上のものを示したのが表Ⅱ－7および図Ⅱ－６である。白山北

部の登山道のブナ帯や、市ノ瀬から山頂へ向かう登山道沿いにほとんどの記録が集中していることがわかる。



この中でNo.8、14、17、19が亜高山帯以上での記録であり、No.8の平成６年５月30日が高山帯でのハシブト

ガラスの最初の記録となる。なお、当時のガラス情報を、元室堂主任である木下道雄氏から聞いたところ、そ

れまでいなかったガラスが、「4、5年前から５月の室堂で見られるようになった」とのことであった（平

成６年５月30日聞き取り調査）。そこでガラスは平成２年ころから時々見られるようになったようである。な

お図Ⅱ－6の●は図Ⅱ－5には位置を示せなかった記録を示したものである。





４　考　察

　(1)キツネとテン

　糞の内容物からモグラ類やネズミ類の毛が多数見つかっているが、種名までを今回は同定できていないので、

キツネとテンが高山帯に生息する動物に具体的にどの程度の影響を与えているかを判断することは難しい。し

かし糞全体の中に占める割合として、キツネの方がテンよりネズミ類やモグラ類をはるかに多く食べているこ

と（図Ⅱ－2、図Ⅱ－3）、および高山帯を多く含む主要登山道では、その他登山道に比較して糞の数は少ない

もののキツネの方がテンより多いことから、高山帯に生息するネズミ類やモグラ類にとっては、テンよりキツ

ネの影響の方が大きいと考えられる。一方で、今回と同様な環境で調べられた昭和50年・51年の調査ではキツ

ネの糞の数は2.54個／ｋｍであったのが今回は1.13個／ｋｍと少ないので（表Ⅱ－2）、全体としては高山帯の小

動物に与える影響は以前より少なくなっていると考えられる。

　(2）カラス

　白山の高山帯で最初に確認されたカラスは、平成６年５月30日、室堂の作業員宿舎近くの雪上で何かをつい

ばみ、ハイマツ林に止まる２羽のハシブトガラスであった。しかし平成５年～平成７年の亜高山帯以上でのカ

ラスの出現は、調査日数70日の内この１回のみで出現頻度は1.4%とごく少なく、稀な記録と考えられる。とこ

ろが平成13年～平成15年の出現頻度4よ、調査日数27日の内８日で29.6%と高くなっている。平成８年から平

成９年初めにかけては、夏（7月24日）、秋（10月９日）、冬（2月９日）と亜高山帯以上で記録がある。おそ

らくこのころから、白山の亜高山帯以上でカラスが通年見られるようになったものと考えられる。

　平成13年～平成15年の調査の中では、平成13年のカラスの記録数が特別に多いことが分かる。一つにはこの

年４羽以上の群れで観察されているのが少なくとも６回あり、目立ちやすかった可能性が高い。これについて

は、家族群が出現したものと考えることができる。ハシブトガラスの１巣卵数は３～６個なので、おそらく同

一家族だと推定される。一方で平成11年～平成13年は室堂の改築工事が行われていたときである。室堂では登

山者に加え人の動きが多く、天気がよければ屋外で食事を作る登山者が多く見られた。このようなことが食べ

物を求めるカラスの出現に結びついた可能性が考えられる。室堂の施設が完成後の平成14年、平成15年のカラ

スの観察回数は少なく、大きな群れも見つかっていない。これらのことから、白山の高山帯で見られるハシブ

トガラスの数は、ごく限られていると推定できる。

　次にカラスの観察記録場所や行動観察（表Ⅱ－6、図Ⅱ－5）により、その移動経路が別当出合～中飯場～甚

之助避難小屋～南竜ヶ馬場～室堂を結ぶコースとなっているものが多いと考えられた。登山者の多いルートで

あることと、砂防工事などの人の動きがあり、これらに関連する施設があるところである。カラスの行動が人

間活動との関連が多いことは、表Ⅱ－７の行動事例にも表れているが、高山では特に登山者や工事関係者の行

動を見ながら行勁していることが多いと考えられる。

　キツネやカラスの行動には、人間活動が影響を及ぼしていることが分かったが、特にキツネの糞に明らかに

人の出したゴミ等に由来している物質が含まれていたことには注意しなければならない。野生動物に汚染をひ

ろげないためにも、またキツネやテン、カラスを高山帯に誘引しないためにも、ゴミを出さないことや食料の

管理には十分注意を払う必要がある。
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